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2025年度 学校法人 三幸学園 札幌こども専門学校 

 自己評価報告書 
 

自己評価報告責任者 ： 副校長 小島 健太郎 

 

1. 学校の教育目標 

学園のビジョン「人を活かし、日本をそして世界を明るく元気にする」、ミッション「人を活かし、困難を希望に変える」

のもと、保育分野の学校として「こどもを育み、人・社会を活性化することで日本を明るく元気にする」というビジョン

を掲げている。 

また「技能と心の調和」を教育理念とし「素直な心、感謝の気持ち、高い意欲を持ち続け、自ら考え、自ら行動する

ことで、社会に貢献する人材」、保育分野として「皆から信頼・感謝されるこどもの未来を育む人材」を育成する人

物像とし、専門学校として社会・業界に求められる人材の育成を進めている。 

 

２. 前年度に定めた重点的に取り組むことが必要な目標や計画 

 

① 前年度重点施策振り返り 

（１）退学率低減、生徒満足度向上のための取り組み 

◆退学率 6.5％以内  結果：退学者：32名（2024年度 42名） 退学率：6.9％（2024年度最終：7.9％） 

学生に寄り添った対応を目標に、学年担任間での迅速な情報共有、授業見学の強化、退学するか悩んでいる学

生に対して担任以外の教員が面談を実施する対応等を行ったが、結果として前年度に比べ退学率を 1.0％減少

させることができた。ただし、新たな課題としては、学生に対して寄り添いすぎる対応、指導すべき場面での指導が

できていないことによる、人間関係のトラブルが多く発生してしまった。 

◆学校生活アンケートの向上  

学校生活アンケート 『あなたは本校に入学して良かったですか？』 結果：3.03 （2024年度:3.14）  

担任が担当する授業数を少なくすることで、学生と授業以外の時間でコミュニケーションが取れるよう工夫し、 

授業を担当する講師やカウンセラーとの連携も強化したが、結果として教員間連携と学生指導がうまく運用できず、

昨年比 1.1pt 低下してしまった。もっと高い満足度を得られるよう、学生が求めていることの把握に努め、対応策を

講じていく。 

 

（２）保育者を目指す人の増加と本校入学希望意欲向上の取り組み 

2024 年度に対し、2025 年度の入学者は減少した。18 歳人口の減少も理由の一つではあるが、保育分野の希

望者も減少している。そのため、オープンキャンパス等の実施だけでなく、中学生に対する職業に触れるための機

会を創り、対応を行った。結果として、多くの中学生と接する機会があったが、その結果、保育者になりたいと思っ

てもらえたかは、すぐに結果としては見えないため、機会の創出含め、継続して実施していく必要がある。また高校

生などの受験対象者に対する取り組みとして、SNS の取り組みを強化するとともに、参加者にとって魅力ある対面

イベント（オープンキャンパス等）の運営に取り組んだ。今後、本校の魅力・強みをブラッシュアップし、発信していく。 
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３.評価項目の達成及び取組状況 

（１）教育理念・目標 

① 課題 

・出生数の減少、こども家庭庁の施策など、業界の状況が常に変化しているため、地域との連携はもちろん、情報

収集は常に必要不可欠である。同時に学生・保護者への周知も実施していく。 

 

② 今後の改善方策 

・学生に対しては、入学時の説明で上記については説明を行い、周知を図っている。 

・業界のニーズを把握する点は、年１回実施している「こども未来会議」にて業界とのつながりを強化し、知り得た情

報を学生にも還元していく。また、 「エリア担当教員」が実習巡回時に業界ニーズを収集することで、常に最新の

業界の動きを把握し、本校姉妹校合同会議等にて検討し、カリキュラム作成にも生かしていく。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

  

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の理念・目的・育成人材像は定められているか（専門分野の特性が明確になっているか） ４ 

社会経済のニーズ等を踏まえた学校の将来構想を抱いているか ３ 

学校の理念・目的・育成人材像・特色・将来構想などが学生・保護者等に周知されているか ４ 

各学科の教育目標、育成人材像は、学科等に対応する業界のニーズに向けて方向づけられているか ４ 
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（２）学校運営 

① 課題 

・情報システム化については、infoClipper という学生管理システムと、SANKOGATE という学内ポータルサイトを  

使用して授業の効率化・成績評価等の効率化を図っている。また、２０２５年度より「実習支援システム」というシス

テムを取り入れ、学生が実施する実習の管理についても紙ベースのものから変更し、業務の効率化を図っている。 

 

② 今後の改善方策 

・２０２５年度新入生より、Google クラスルームを導入し、教員・学生共に効率化を図った。 

・時代背景に合わせた教育の質の担保を保てるように改善や新たな取組みを実施していく。２０２６年度は学生と

の連絡手段として Googleチャットを取り入れ効率化を図っていく。 

 

③  特記事項 

特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

目的等に沿った運営方針が策定されているか ４ 

事業計画に沿った運営方針が策定されているか ４ 

運営組織や意志決定機能は、規則等において明確化されているか、有効に機能しているか ４ 

人事、給与に関する制度は整備されているか ４ 

教務・財務等の組織整備など意思決定システムは整備されているか ４ 

業界や地域社会等に対するコンプライアンス体制が整備されているか ４ 

教育活動に関する情報公開が適切になされているか ４ 

情報システム化等による業務の効率化が図られているか ４ 
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（３）教育活動 

① 課題 

・保育分野における業界との連携において、優れた教員の確保という点において、期待以上の成果が出ていない

ことが課題である。今後、現場との連携含め、保育者としての現場経験を持ち、業界や現場と連携が取れる教員

の確保や採用するための関係性作りが重要になる。 

 

② 今後の改善方策 

・保育現場での経験があり、業界に詳しい教員の採用 

・現場との連携強化と OJT制度を駆使し、働きやすい職場を醸成  

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

教育理念等に沿った教育課程の編成・実施方針等が策定されているか ４ 

目標の設定として、教育理念、育成人材像や業界のニーズを踏まえた教育機関としての修業年限に

対応した教育到達レベルや学習時間の確保は明確にされているか 
４ 

学科等のカリキュラムは体系的に編成されているか ４ 

キャリア教育・実践的な職業教育の視点に立ったカリュキュラムや教育方法の工夫・開発などが実施さ

れているか 
４ 

関連分野の企業・関係施設等、業界団体等との連携により、カリキュラムの作成・見直し等が行われて

いるか 
４ 

関連分野における実践的な職業教育（産学連携によるインターンシップ、実技・実習等）が体系的に位

置づけられているか 
４ 

授業評価の実施･評価体制はあるか ４ 

職業に関する外部関係者からの評価を取り入れているか ４ 

成績評価・単位認定の基準は明確になっているか ４ 

資格（免許）取得の指導体制、カリキュラムの中での体系的な位置づけはあるか ４ 

人材育成目標に向け授業を行うことができる要件を備えた教員を確保し、組織できているか ４ 

関連分野における業界等との連携において優れた教員（本務・兼務含め）の提供先を確保するなどマ

ネジメントが行われているか 
３ 

関連分野における先端的な知識・技能等を修得するための研修や教員の指導力育成など資質向上

のための取組が行われているか 
4 

職員の能力開発のための研修等が行われているか ４ 
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（４）学修成果 

① 課題 

・退学率はここ数年減少していっているが、学校が目標としている結果には到達していない状況。 

・就職後について、全国で卒業生向けのアンケートを実施しているが、その内容をすぐに教育活動に反映させられ

ていないこともあるため、改善が必要。 

 

② 今後の改善方策 

・対人関係の悩みが増えることの退学防止策として担任制を定着させ、学生の悩みに迅速に対応できるようにす

る。また教室に入りにくくなった学生が、別の教室で授業を受講できるような環境を設け、学ぶことをあきらめない

環境を創っていく。 

・卒業生と交流する機会を設け、情報を把握できるようにし、就職してからの課題感や学んでおきたかった内容な

どを把握するようにし、改善していきたい。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

就職率の向上が図られているか ４ 

資格（免許）取得率の向上が図られているか ４ 

退学率の低減が図られているか ４ 

卒業生・在校生の社会的な活躍及び評価を把握しているか ４ 

卒業後のキャリア形成への効果を把握し学校の教育活動の改善に活用されているか ３ 
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（５）学生支援 

① 課題 

・保護者との関わりについて、報告、連絡が遅れたことによるトラブルが多かったため、改善が必要な状況。 

・求人票をデータ化し、クラウド上でいつでも見ることができるようにしているが、卒業生が活用しているかどうか把握 

できていない状況。 

・退学者に対し、支援できるようにはたらきかけるが、求められていないことが多く、活用できていない状況。 

 

② 今後の改善方策 

・保護者との連携強化のため、トラブルがあった際はすぐに報告連絡相談し、信頼を得られるように努めていく。 

・卒業生の活用が把握できていないため、状況を把握し、ニーズを調査する。 

・退学者に対する支援の内容、求められるものが何かを把握する。 

・社会人のニーズを踏まえた教育環境の整備のため、学び方の幅を増やし選択できるようにする。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

進路・就職に関する支援体制は整備されているか ４ 

学生相談に関する体制は整備されているか ４ 

学生の経済的側面に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の健康管理を担う組織体制はあるか ４ 

課外活動に対する支援体制は整備されているか ４ 

学生の生活環境への支援は行われているか ４ 

保護者と適切に連携しているか ３ 

卒業生への支援体制はあるか ３ 

中途退学者への支援体制はあるか ３ 

社会人のニーズを踏まえた教育環境が整備されているか ３ 

高校・高等専修学校等との連携によるキャリア教育・職業教育の取組が行われているか ４ 
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（６）教育環境 

① 課題 

特になし 

 

② 今後の改善方策 

特になし 

 

③  特記事項 

特になし 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

施設・設備は、教育上の必要性に十分対応できるよう整備されているか ４ 

学内外の実習施設,インターンシップ,海外研修等について十分な教育体制を整備しているか ４ 

防災・安全管理に対する体制は整備されているか ４ 
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（７）学生の受入れ募集 

① 課題 

・１８歳人口減少に伴い、来校者が例年に比べ減少している。 

 

② 今後の改善方策 

・保育業界や学校の魅力を伝える機会を増やすための、体験内容や見学会の企画検討、また質の高い教育の

提供を職員一人ひとりが意識を持ち、自信を持って学生募集活動ができる状態をつくる。 

 

③ 特記事項 

特になし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学生募集活動は、適正に行われているか ３ 

学生募集活動において、教育成果は正確に伝えられているか ４ 

入学選考は、適性に行われているか ４ 

学納金は妥当なものとなっているか ４ 
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（８）財務 

① 課題 

【中長期計画】 

なし 

 

【予算・収支計画】 

 なし 

 

【会計監査】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

② 今後の改善方法 

【中期計画】 

なし 

 

【財務情報の公開】 

なし 

 

③ 特記事項 

2025 年度は第３期中期経営計画（2023 年度～2027 年度）の 3 年目にあたり、東京未来大学及び小

田原短期大学の中期計画改定を反映し、第３期中期経営計画＜第 2.0 版＞を策定し年度開始時より

適用した。中期経営計画及びその進捗状況はホームページ上に公開している。 

 

 

 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

中長期的に学校の財務基盤は安定しているといえるか ４ 

予算・収支計画は有効かつ妥当なものとなっているか ４ 

財務について会計監査が適正に行われているか ４ 

財務情報公開の体制整備はできているか ４ 
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（９）法令等の遵守 

① 課題 

・自己評価による問題点に対し、改善を行っているが、目標に達していない項目もある。 

 

② 今後の改善方策 

・問題の分析と改善点の見直しを継続して行う。 

 

➂ 特記事項 

特になし 

 

 

 

 

（１０）社会貢献・地域貢献 

① 課題 

・産学連携では、「あそびのひろば」が「札幌市」（こども未来局子育て支援課）と「札幌市教育委員会」（教育委員

会生涯学習推進課）で後援許可をいただき、広く告知ができているが、参加者が少ない日もある。 

 

② 今後の改善方策 

・各保育施設や広告期間（ラジオ・新聞社）へチラシを配布し、あそびの広場の取り組みについて広めていく。 

・地域に対し、保育という視点で支援できることを探していき、地域貢献できるようにする。 

 

③ 特記事項 

・札幌市主催の「札幌シゴト博」の協力に関する依頼があり、参加するなど、学校として社会貢献と地域貢献

活動は、今後も積極的に実施していく。 

 

 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

関係法令、専修学校設置基準等の遵守と適正な運営がなされているか ４ 

個人情報に関し、その保護のための対策がとられているか ４ 

自己評価の実施と問題点の改善に努めているか ３ 

自己評価結果を公開しているか ４ 

【評価項目】 （評価＝適切：４、ほぼ適切：３、やや不適切：２、不適切：１） 評価 

学校の教育資源や施設を活用した社会貢献・地域貢献を行っているか ４ 

生徒のボランティア活動を奨励、支援しているか ４ 

地域に対する公開講座・教育訓練（公共職業訓練等を含む）の受託等を積極的に実施しているか ４ 


